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大学 ･ 専門学掛こ通 っ て い る年代の若者は ､ 社会 へ 飛び出す準備をする大切な時期です ｡
一

方 で ､ こ の 時期は 友人関係 や恋愛､ 将来の こ となどで悩むこと も多く ､
こ こ ろの 不調が起 こ る こと

が多い とも言われてい ます ｡

彼ら へ 早期 にサポ ー トする こと によ っ て社会 との 接点を失わずに過 ごすこ とは ､ その 後自分 らしく

充実した人生 を歩む可能性をより広 げるこ とにつ ながります｡ こ の シンポジウムで は､ 若者支援を長

年にわたり携わ っ て い る方々をお招き し､ 現代の若者の こ ころを知りながら ､ 社会のヰでどの ような

支え手となれ るの か をみなさんで考えてい 書たい と患 っ ておりますo
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主 催 特定非営利 協力機関 特定非営利活動法人地域精神保健福祉機構(コンボ)
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特定非営利活動法人仙台市精神保健福祉団体連絡協議会(仙持運)
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●プログラム

1 3 : 0 0 開会 の 辞 山崎 美貴子(神奈川県立保健福祉大学名誉教授 特定非営利活動法人東京ボランティア
･

市民活動セ ンタ
ー

所長･ 特定非営利活動法人S w i t c h 理事)

1 3 : 1 0 基調耕溝I ｢ 和歌山大学保健管理セ ンタ ー と自助グル
ー プアミ ー ゴの取組み｣

シンポジスト: 宮西 照夫(国立大学法人 和歌山大学 教授 保健管理センタ ー 所長 医学博士)

メンタルサポ ー タ ー

1 4 :1 0 基調fI 溝Ⅱ ｢N P O 法人
``

育て上げ
"

ネットに つ いて - 就労支援の視点から - ｣

シンポジスト: 工藤 啓(N P O 法人｢育て上げ｣ネット 理事長)

1 5 :1 0 パネルディスカッ ション

｢今後の若者支援のあり方に つ いて 教育
･ 医療 ･ 福祉 ･ 地域それぞれの立場から｣

コ ー ディネ ー タ
ー

: 松本 和紀(東北大学大学院 医学系研究科 予防精神医学寄附講座 准教授)

パ ネ リ ス ト: 和歌山大学 教授 宮西 照夫

和歌山大学メンタルサポ
ー タ ー

N P O 法人｢育て上げ｣ネット 理事長 工藤 啓

東北文化学園大学 医療福祉学部 保健福祉学科 准教授 森谷 就慶

東北大学病院精神科S A F E クリニ ッ ク 精神保健福祉士 本庄谷 奈央

仙台市健康高祉局健康福祉部障害支援課 生活支援係主任 長友 周悟

障害福祉サ
ー ビス事業所スイッチ ･ センダイ 所長 小野 彩香

パネル ディスカッ ショ ンでは､ 県外の先進的な取り組みをしている団体や地元の関係者とともに ､ 単なるメンタル ヘ ルス

ではなく､ 就労や人間関係なども含めたその人らしい生き方をサポ
ー

トするソ ー シャル ヘ ルスという観点から若者支援に

つ いてディス カッションしていきます｡ 未来ある若者が将来に希望を持ってこの地域で安心して生活していくことができ

るよう､ わたくしたちが皆さんと 一 緒に考えていきたいと思っ ております.




